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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全 な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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姉
妹
町
村

み
な
み
か
や
へ
町
を

ね
り
歩
く
佐
井
の
山
車

今 月 の 紙 面

２～３ むらの話題

４～６ あしらせ

フ 国保のしおり

８ 交母だより

９ 教育だより

１０～１１ 保健婦だより

１２～１３ 税務だより

年 金

１４ くらしの情報



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

六
月
十
一
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
兩
か
や
べ
ふ
る
さ
と
祭
り
「
ひ
ろ
め
舟
祭
り
」
に
「
佐

井
の
祭
り
」
が
参
加
し
、
大
盛
況
の
中
そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

佐
井
の
祭
り
実
行
委
員
会
及
び
役
場
・
議
会
関
係
者
、
総
勢
約
百
二
十
名
が
参
加
し
行
わ
れ
た
「
佐
井

の
祭
り
」
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
南
茅
部
町
民
の
あ
つ
い
熱
気
の
中
盛
り
上
が
り
、
祭
り
の
醍
醐
味
、
優
雅

さ
が
一
人
ひ
と
り
の
心
に
伝
わ
り
、「
祭
り
つ
で
本
当
に
い
い
な
あ
Ｉ
」
と
誰
も
が
実
感
し
た
一
日
で
し
た
。

祭り１こ参加

中で終わる ，”’

去
る
二
月
下
旬
に
佐
井
村
と
姉
妹
町
の
南

茅
部
町
か
ら
「
佐
井
の
祭
り
（
箭
根
森
八
幡

宮
祭
）
」
を
「
南
か
や
べ
ふ
る
さ
と
祭
り
」
に

招
待
し
た
い
旨
の
話
か
あ
り
、
こ
れ
を
受
け

参
加
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
か
ら
佐
井
八
幡

宮
・
古
佐
井
共
済
会
・
大
佐
井
青
年
会
の
三

者
を
中
心
に
「
佐
井
の
祭
り
実
行
委
員
会
」

を
組
織
し
、
準
備
を
進
め
て
来
ま
し
た
。
な

に
し
ろ
「
佐
井
の
祭
り
」
が
村
外
で
披
露
さ

れ
る
と
い
う
初
め
て
の
試
み
で
実
際
の
運
行

に
あ
た
っ
て
想
定
で
き
な
い
こ
と
も
た
だ
あ

り
、
そ
の
た
び
に
役
員
会
で
の
活
発
な
話
し

龠
い
及
び
南
茅
部
町
と
の
綿
密
な
打
ち
合
わ

せ
が
行
わ
れ
、
南
茅
部
町
の
人
々
に
『
思
い

出
に
残
る
祭
り
』
を
見
せ
た
い
と
の
思
い
が

日
を
追
う
ご
と
に
強
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
六
月
十
二
日
の
本
番
を
迎
え
、

第
一
陣
九
十
四
名
が
準
備
の
た
め
十
一
日
出

発
、
当
日
の
晴
天
に
明
日
の
雨
の
心
配
は
い

ら
な
い
模
様
、
関
係
者
一
同
「
ホ
ッ
ト
と
胸

を
な
で
お
ろ
す
。
函
館
か
ら
は
南
茅
部
町
で

用
意
し
た
バ
ス
に
乗
り
一
路
南
茅
部
町
へ
。

同
町
に
入
る
と
『
歓
迎

佐
井
村
御
一
行
様
』

の
横
断
幕
が
目
に
入
っ
て
き
た
。
ま
た
町
内

の
あ
ち
こ
ち
に
『
歓
迎

佐
井
村
御
一
行
様
』

の
貼
り
紙
が
目
に
つ
き
、
町
民
あ
げ
て
の
歓

迎
及
び
期
待
の
大
き
さ
に
一
同
緊
張
感
を
覚

え
た
次
第
で
す
。

さ
っ
そ
く
開
催
地
臼
尻
地
区
の
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
で
南
茅
部
町
の
関
係
者
と
あ
い
さ

つ
が
交
わ
さ
れ
、
そ
の
後
、
御
神
楽
、
山
車

の
宿
で
あ
る
令
小
川
宅
に
移
動
し
、
明
日
の

本
番
に
備
え
準
備
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

も
う
、
気
持
ち
は
佐
井
で
や
る
時
の
祭
り
気

分
と
同
じ
で
、
そ
の
気
持
ち
が
地
元
町
民
の

人
々
に
も
伝
わ
っ
た
の
か
準
備
の
様
子
を
見
学
に

来
る
人
が
増
え
て
来
ま
し
た
。
若
い
連
中
が
準
備

し
て
い
る
間
、
警
固
長
・
警
固
の
人
が
山
車
の
運

行
コ
ー
ス
を
下
見
に
行
き
、
そ
の
後
南
茅
部
町
の

役
員
と
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
本
番
に
向
け
て
の
準

備
が
整
っ
て
い
き
ま
し
た
。

夜
が
明
け
て
さ
あ
１
本
番
、
天
気
は
晴
れ
祭
り

日
和
と
な
り
、
皆
ん
な
の
気
持
ち
が
佐
井
で
や
る

時
と
同
じ
祭
り
気
分
に
少
し
づ
つ
た
か
ま
っ
て
い

く
の
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

宿
で
始
ま
り
の
御
神
楽
を
振
り
終
え
、
午
前
八



みなみかやべふるさと

『佐井の祭り』盛況の
時
半
に
厳
島
神
社
に
向
け
出
発
。
笛
や
太
鼓

の
音
色
に
つ
れ
ら
れ
地
元
町
内
の
人
達
が
多

数
集
ま
り
だ
し
、
初
め
は
遠
慮
が
ち
に
し
て

い
ま
し
た
が
「
ど
う
ぞ
、
一
緒
に
綱
を
引
っ

張
っ
て
下
さ
い
。
ど
う
ぞ
入
っ
て
下
さ
い
。」

の
勧
め
に
次
々
に
山
車
の
綱
に
携
わ
り
、
見

る
見
る
う
ち
に
地
元
町
民
の
人
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
皆
ん
な
祭
り
の
雰

囲
気
に
溶
け
こ
ん
で
き
た
の
か
掛
け
声
も
出

る
よ
う
に
な
り
佐
井
村
の
祭
り
参
加
者
と
地

元
南
茅
部
町
臼
尻
町
民
の
意
気
が
合
っ
て
き

た
よ
う
で
す
。

厳
島
神
社
へ
の
御
神
楽
奉
納
が
九
時
ご
ろ

か
ら
始
ま
り
四
十
分
位
で
奉
納
を
終
え
、
祭

り
会
場
で
あ
る
臼
尻
漁
港
に
向
け
再
び
出
発
。

ほ
ぼ
予
定
の
時
刻
に
会
場
に
到
着
、
御
神
楽
・

山
車
を
同
会
場
に
展
示
。
臼
尻
っ
子
や
婦
人
、

お
年
寄
り
の
方
が
物
め
ず
ら
し
そ
う
に
山
車

に
見
入
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
す
。

午
前
十
時
か
ら
は
南
茅
部
町
の
「
ひ
ろ
め

舟
祭
り
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
始
ま
り
、
午
後

七
時
の
夜
の
部
の
「
佐
井
の
祭
り
」
の
運
行

ま
で
に
は
時
間
が
あ
る
の
で
各
自
休
憩
し
、

ビ
ー
ル
を
片
手
に
屋
台
の
や
き
と
り
な
ど
を

ツ
マ
ミ
に
同
町
の
祭
り
を
見
物
。
午
後
三
時

半
頃
、
南
茅
部
町
の
祭
り
郷
土
芸
能
の
部
で

「
佐
井
の
御
神
楽
」
が
出
演
し
、
笛
や
太
鼓

の
テ
ン
ポ
の
良
い
音
色
で
踊
る
神
楽
に
地
元

の
人
々
も
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
夜
も
薄
暗
く
な
り
午
後
七
時
か
ら

夜
の
部
の
「
佐
井
の
祭
り
」
の
運
行
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
前
に
両
町
村
の
交
流
セ
レ

モ
ニ
ー
が
あ
り
、姉
妹
町
村
締
結
の
経
緯
や
佐

井
の
祭
り
の
歴
史
な
ど
が
関
係
者
の
あ
い
さ

つ
の
中
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

山
車
の
灯
り
が
夜
の
臼
尻
漁
港
に
一
段
と

映
え
、
い
よ
い
よ
御
神
楽
、
山
車
の
出
発
。

「
さ
あ
１
、
引
っ
ぱ
る
ぞ
１
」
の
掛
け
声
を

合
図
に
山
車
が
動
き
出
す
。
沿
道
は
た
く
さ

ん
の
ひ
と
だ
か
り
、「
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
引
っ

張
っ
て
下
さ
い
」
の
呼
掛
け
に
わ
れ
も
、
わ

れ
も
と
小
さ
い
子
か
ら
大
人
ま
で
地
元
町
民

の
人
達
で
見
る
見
る
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い

き
、
山
車
の
あ
で
や
か
さ
と
皆
ん
な
の
熱
気
に
自

然
と
祭
り
の
雰
囲
気
が
た
か
ま
っ
て

い
き
ま
し

た
。
山
車
の
綱
は
地
元
町
民
の
人
で
満
杯
な
の
で

佐
井

の
祭
り
関
係
者
の
責
任
者
は
交
通
整
理
に
。

「
エ
ン
ヤ
ー
」
の
掛
け
声
で
角
を
一
気
に
回
る
と

皆
ん
な
大
喜
び
、
ま
た
下
り
坂
で
は
慎
重
に
ゆ
っ

く
り
降
り
て
い
く
所
を
見
て
、
そ
の
運
転
の
棒
さ

ば
き
の
見
事
さ
に
し
き
り
に
感
心
し
て

い
ま
し

た
。
山
車
運
行
途
中
の
所
々
に
南
茅
部
町
の
各
町

内
会
が
ビ
ー
ル
等
飲
物
を
用
意
、
疲
れ
て
き
た
所

に
冷
た
い
ビ
ー
ル
は
ま
た
格
別
、
自
然
と
力
が
湧

い
て
く
る
よ
う
。
運
行
中
の
沿
道
に
は
た
く
さ
ん

の
人
だ
か
り
、
引
手

も
見
て
い
る
人
も
一
体
と

な
っ
た
祭
り
に
地
元
の
人
も
大
い
に
満
足
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
函
館
村
人
会
の
人
や
佐
井

か
ら
見
に
い
っ
た
人
な
ど
も
参
加
し
て
お
り
、
ま

さ
に
姉
妹
町
村
の
交
流
に
ふ
さ
わ
し
い
祭
り
と
な

り
ま
し
た
。
祭
り
の
運
行
は
予
定
時
刻
を
三
十
分

く
ら
い
オ
ー
バ
ー
し
、
午
後
九
時
三
十
分
こ
ろ
宿

に
到
着
、
後
片
付
け
を
終
え
、
午
後
十
時
過
ぎ
か

ら
セ
ン
タ
ー
で
姉
妹
町
村
の
懇
親
会
が
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
の
も
と
で
行
わ
れ
、
盛
況
だ
っ
た
祭
り

の
余
韻
を
お
互
い
酒
の
肴
に
し
、
夜
遅
く
ま
で
話

が
は
ず
み
ま
し
た
。

祭
り
の
運
行
す
る
ま
で
の
準
備
等
い
ろ
い
ろ
苦

労
は
あ
り
ま
し
た
が
、
「
や
っ
ぱ
り
來
て
よ
か
っ

た
、
し南
茅
部
町
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
本

当
に
よ
か
っ
た
。」
と
い
う
の
が
佐
井
の
参
加
者

一
人
ひ
と
り
の
心
境
で
し
た
。

最
後
に
私
達
、
佐
井
村
の
参
加
者
に
対
し
、
会

場
の
準
備
か
ら
食
事
の
世
話
ま
で
、
一
生
懸
命
つ

ぐ
し
て
い
た
だ
い
た
臼
尻
地
区
町
内
会
の
皆
さ
ん

を
始
め
、
関
係
者
の
方
に
「
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
述

べ
、
十
三
囗
南
茅
部
町
を
後
に
し
ま
し
た
。



今月の休診日

５日
第２火曜日

１９日
第４火曜日

＝
ご
利
用
く
だ
さ
い
＝

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
制
度

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

は
、
交
通
遺
児
を
す
こ
や
か
に
育

成
す
る
た
め
に
資
金
を
無
利
子
で

お
貸
し
し
ま
す
。

■

利

用

で

き

る

方

自
動
車
事
故
で
保
護
者
を
亡
く

さ
れ
た
子
供
、
ま
た
は
、
重
度
後

遺
障
害
者
（
自
賠
責
保
険
の
一
級

上
二
級
）
に
認
定
さ
れ
た
方
の
子

供
を
現
在
扶
養
し
て
い
る
保
護

者
。

■

対

象

者

Ｏ
才
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の
子

供一

申

込

者

子
供
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

■

貸

付

金

額

一
時
金

一
四
九
。
０
０
０
円

月

額

一
九
。
０
０
０
円

入
学
支
度
金

四
二
。
０
０
０
円

（
小
・
中
学
校
入
学
時
）

■

返

済

方

法

最
終
学
校
卒
業
後
、
割
賦
（
月

賦
・
半
年
賦
・
年
賦
）
に
よ
る
二

〇
年
以
内
の
均
等
返
済

氷
自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
ま
た

は
脊
髄
に
損
害
を
受
け
、
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
重
度
後
遺
障
害

者
に
対
し
て
は
、
介
護
料
支
給
制

度
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
自
動
車
事
故

対
策
セ
ン
タ
ー
青
森
支
所
ま
で

公
○
一
七
七
（
三
九
）
○
五
五
一

平
成
六
年
度
甲
種
防
火
管
理
者
に

関
す
る
講
習
会

‥
佐
井
消
防
分
で

消

防

法

施

行

令

の
規

定

に
基

づ

く

防

火

管

理

に

関

す

る

講

習

会

（
甲

種

）

を
開

催

し

ま

す

。

■

講

習

日

時

平

成

六

年

七

月

二

十

一

日

（
木

）
・
二

十

二

日
（
金

）
の
二

日

回

午

前
九

時

～
午

後

五

時

ま

で

■

講

習

場

所

下

北

文

化

会

館

二

階

大

集

会

室

■

受

講

対

象

者

消

防

法

施

行

令

別

表

第

一

の
田

頃

か

ら

㈲
頃

ま

で

に
掲

げ

る
用

途

の
防

火

対

象

物

の
関

係

者

で

管

理

的

ま

た
は

、

監

督

的

地

位

に

あ

っ

て
、

現

在

防

火

管

理

の
資

格

を

有

し

な

い
者

ま

た

は

、

こ

れ
に

準

じ

て
消

防

機

関

が
必

要

と

認

め

た

者

と
す

る

。

■

費

用

受

講

抖

は

無

料

で

す

。
た

だ

し

テ

キ
ス

ト

代

金

四

。

０

０
０

円

か

必

要

で
す

。

テ

キ

ス
ト

は

、

当

日

（
七

月
二

十

一
日

）

会

場

受

付

で

下

北

広

域

幼

年

少

年

婦

人

防

火

委

員

会

で

斡

旋
し

ま

す

。

一

申

込

方

法

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
捺
印
の
う
え
、
消
防
本
部
予
防

課
ま
た
は
、
最
寄
り
の
消
防
分
署

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■

受

付

期

間

平
成
六
年
六
月
二
十
七
日
（
月
）

か
ら
七
月
八
日
（
金
）
ま
で
。

た
だ
し
、
受
付
期
間
内
で
も
定

員
（
九
〇
名
）
に
達
し
た
場
合
は

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■

修

了

証

講
習
の
全
日
程
の
全
科
目
を
修

了
し
た
者
に
は
「
修
了
証
」
を
交

付
し
ま
す
。

■

そ

の

他

①
筆
記
用
具
お
よ
び
昼
食
は
各
自

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
講
者
の
都
合
に
よ
り
途
中
で

受
講
で
き
な
い
場
合
で
も
、
テ
キ

ス
ト
代
金
は
お
返
し
で
き
ま
せ

ん
。
テ
キ
ス
ト
を
購
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

③
服
装
は
自
由
で
す
が
、
行
動
し

や
す
い
物
と
し
て
く
だ
さ
い
。

④
申
込
書
（
控
）
は
受
講
者
本
人

を
確
認
す

る
た
め
必
要
で
す
か

ら
、
講
習
会
に
は
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

佐
井
消
防
分
署
予
防
課
ま
で
。

水稲共済掛金は７月中に納めましょうｆｔ

特典：集落完納（フ月中）には奨励金（３％）交付Ｚ／

下北農業共済組合０２２―３２３６㈹



中
高
年
齢
労
働
者
等

受
講
奨
励
金
制
度

ｍ
－
ｉ－ｍ
冐
匸

陥
れ

い
訂

一

制

度

の

概

要

中
高
年
齢
労
働
者
が
、
自
己
啓

発
等
の
た
め
労
働
省
指
定
の
通
信

教
育
な
ど
を
受
講
し
、
修
了
し
た

場
合
、
そ
の
受
講
料
の
半
額
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。

」

奨

励

金

対

象

者

（
以
下
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

Ｏ

堂
講
開
始
日
に
、
四
十
歳
以
上

の
雇
用
保
険
被
保
険
者
の
方

○
自
分
で
入
学
料
・
受
講
料
を
負

担
し
た
方

○
労
働
大
臣
指
定
の
教
育
訓
練

（
通
信
制
・
通
学
制
）
を
受
講
し
、

修
了
し
た
方

■

教

育

訓

練

コ

ー

ス

（
約
六
十
種
類
・
千
三
百
講
座
）

医
療
事
務
・
危
険
物
取
扱
者
・

行
政
書
士
・
建
築
士
・
社
会
保
険

労
務
士
・
税
理
士
・
調
理
士
・
宅

地
建
物
取
引
主
任
者
・
販
売
士
・

旅
行
業
務
取
扱
責
任
者
・
簿
記
・

ボ
イ
ラ
ー
技
士
・
ワ
ー
プ
ロ

ー
パ

ソ
コ
ン
・
Ｐ
Ｏ
Ｐ
検
定
・
賞
状
技

法
な
ど

」

奨

励

金

支

給

額

教
育
訓
練
施
設
の
人
学
科
・
受

講
料
の
合
計
額
の
半
額
（
但
し
十

万
円
か
限
度
）
を
助
成
し
ま
す
。

一

奨

励

金

受

給

手

続

き

講
座
申
込
↓

受
講
・
修
了

（
必

要
書
類
を
添
え
て
申
請
）
↓

雇
用

促
進
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
↓

個
人
口

座
へ
奨
励
金
振
り
込
み

※
申
請
は

１
ヵ
月
以
内
の
こ
と

■

詳

細

・

問

合

わ

せ

先

青
森
県
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

青
森
市
長
島
二
丁
目
一
九

―
一

青
森
東
京
海
上
ビ
ル
七
階

電
話

○
一
七
七

（
七
七
）

コ

一
三
四

放
送
大
学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す

放
送
大
学
『
青
森
地
域
学
習
セ

ン
タ
ー
』
で
は
、
平
成
六
年
度
第

二
学
期
入
学
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

出
願
期
間
は
、
平
成
六
年
七
月

十
五
囗
（
金
）
か
ら
平
成
六
年
八

月
十
五
日
（
月
）
必
着
と
な
っ
て

い
ま
す
。

授
業
開
始
は
、
平
成
六
年
十
月

二
日
（
日
）
か
ら
で
す
。

■

入

学

資

格

一
八
歳
以
上
な
ら
、
一
般
社
会

人
ブ
王
婦
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で

も
入
学
で
き
ま
す
。
（
入
学
試
験

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

■

募

集

学

生

・
選
科
履
修
生

・
科
目
履
修
生

■

入

学

料

・
選
科
履

修
生

五

。
０

０
０
円

・
科
目
履

修
生

三

。
０

０
０
円

」

授

業

料

一
科

目

（
二

単

位

）

に

つ
き

、

八

。
０

０

０

円

○

問

い
合

せ

・

申
し

込

み
は

、

放

送

大

学

『
青

森

地

域

学

習

セ

ン

タ

ー
』

へ

干

０

３

６

弘

前
市

本

町

匸

エ
（

－

一

（
弘

前
大

学
本

町

地

区

内

）

昔
○

一

七
二

（
三

八

）

○
五

〇

〇

自 然 は と も だ ち

『 フ ァ ミ リ ー キ ャ ン プ 』

参 加 者 募 集

ご 家 族 で

楽 し い 夏 の 思 い 出 を ／。／

下 北少年自然の家 では 、主催事業「フア

ミリ ーキャンプ 」の参加者を 募集し てい

ます。キャンプ 生活を 楽し みながら 。親

子でいろいろな 活動をしま す。

■ い つ

平成 ６年 ７月３０日 （土 ）１２時 から

７月３１日 （日 ）１３時 まで

１泊２日

■ どこ で

青森 県立下北 少年自 然の家 キャンプ 場

■ だれ が

小 学 校 三年 生 か ら中 学生 ま でと そ の 保

護 者 １００名
・ な にを

テント 設営・撤収 、野外炊事 、磯遊び 、ハ イ

キング 、星座 観察、野外映 写会など（予定 ）
・ 参 加料

一人 ２、０００円 （食事 イ弋、 保険 料等 ）

■ 申 し込 み

７ 月２１日 （木） ま で に下 北 少 年 自 然 の

家ま で申 込書 をお 送り くださ い 。

問い あ わせ
ａ ０ １フ５ 一３８ －５ ８ ５８

漁

村

若

者

交

流

会

参

加

者

募

集

／
・

若
い
漁
業
後
継
者
の
育
成
と
、

漁
村
後
継
者
の
花
嫁
対
策
の
一
環

と
し
て
、
平
成
四
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
漁
村
若
者
交
流
を
、
七
月

十
六
日
出
、
十
七
日
㈲
の
二
日
間

実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
漁
村
若
者
と
の

交
流
を
通
じ
て
若
者
の
や
さ
し
い

心
情
と
職
美
観
、
生
活
観
な
ど
を

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

村
内
外
に
在
住
す
る
独
身
女
性

の
参
加
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

参
加
に
つ
い
て
の
問

い
合
せ

は
、
佐
井
村
漁
業
協
同
組
合
内
漁

業
研
究
会
事
務
局
ま
た
は
役
場
地

域
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。お

待
ち
し
て
ま
す
／・

▲第２回交流会（平成５年｜フ～１８日）



「
家
庭
で
学
ふ
く
ら
し
と
物
価
」

受
講
者
募
集

物
価
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
。

物
の
値
段
は
ど
の
よ
う
に
し
て

決
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
で
は
、
物
価
問
題
を
学
習
す

る
機
会
を
求
め
て
い
る
消
費
者
の

方
々
を
対
象
に
、
通
信
講
座
「
家

庭
で
学
ふ
く
ら
し
と
物
価
」
を
開

講
し
ま
す
。

家
庭
に
い
な
が
ら
、
だ
れ
で
も

気
軽
に
学
習
で
き
る
こ
の
通
信
講

座
で
、
物
価
に
関
す
る
知
識
を
身

に
つ
け
、
家
計
や
地
域
の
活
動
の

た
め
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

○

学

習

す

る

内

容

一
、
価
格
と
市
場

二
、
物
価
の
う
ご
き

三
、
価
格
の
決
ま
り
方

四
、
流
通
と
物
価

五
、
環
境
と
物
価

六
、
国
際
化
と
物
価

。

七
、
法
律
と
物
価

八
、
く
ら
し
と
税
と
物
価

申

込

要

領

■

対

象

県
内
在
住
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
結
講
で
す
。

■

募

集

人

員

一
〇
〇
名

一

学

習

期

間

・
前
期
八
月
～
九
月
、
後
期
十
月

～
十
一
月
（
計
四
ヶ
月
間
）

■

学

習

方

法

・
テ
キ
ス
ト
の
上
・
下
巻
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
自
宅
で
学
習
で

き
ま
す
。

・
テ
キ
ス
ト
の
中
の
ク
イ
ズ
の
解

笞
と
、
簡
単
な
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
学
習
期
間
中
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ

を
一
回
、
実
施
し
ま
す
。

■

受

講

料

無
料

一

修

了

基

準

テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
学
習
し
、

ク
イ
ズ
の
解
答
と
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
し
た
受
講
者
を
、
講
座
修
了
者

と
し
て
認
定
し
、
知
事
名
の
修
了

証
書
を
授
与
し
ま
す
。

■

申

込

期

限

七
月
二
〇
日
水
ま
で

■

申

込

方

法

次
の
要
領
に
よ
り
、
は
が
き
で

県
庁
県
民
生
活
課
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

佐
井
診
療
所
職
員
を
募
集
し
ま
す

一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン

タ
ー
佐
井
診
療
所
職
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
者
は
七
月
二
十
九
日
ま
で

関
係
書
類
を
佐
井
診
療
所
に
提
出

し
て
下
さ
い
。

■

職

種

と

採

用

人

員

看
護
婦
一
名

■

応

募

資

格

看
護
婦
の
有
資
格
者
ま
た
は
平

成
七
年
五
月
ま
で
に
看
護
婦
免
許

取
得
見
込
み
の
方
。
年
齢
は
概
ね

四
十
歳
未
満
。

一

勤

務

場

所

佐
井
診
療
所

一

応

募

手

続

履
歴
書
に
健
康
診
断
書
、
看
護

婦
資
格
免
許
証
の
写
し
（
卒
業
見

込
証
明
書
）
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

一

試

験

日

時

及

び

場

所

平
成
六
年
八
月
十
二
日
釜
）

午
前
十
時

一

試

験

科

目

作
文
及
び
面
接
試
験

■

採

用

予

定

日

平
成
七
年
四
月
一
日

一

給

与

等

一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン

タ
ー
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
規
定
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■

そ

の

他

こ
の
募
集
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
、
佐
井
診
療
所
（
公
三
八
上
一

二
六

匸

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



国

保

の

し

お

り

国

保

と

保

険

税

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
医
療

費
を
負
担
し
、
皆
さ
ん
が
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
に
、
経
済
的
な

心
配
な
く
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で

す
。そ

の
医
療
費
は
、
脂
）圓
な
ど
の

補
助
金
、
②
加
入
者
（
被
保
険
者
）

の
一
部
負
担
金
、
③
加
入
者
全
員

が
負
担
す
る
保
険
税
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
保
険
税
は
、
国
憚

を
さ
さ
え
る
貴
重
な
財
源
な
の
で

す
。職

場
の
健
康
保
険
に
人
つ
て
い

る
人
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

人
以
外
は
、
す
べ
て
国
保
に
加
入

し
、
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
も
し
、
保
険
税
の
滞

納
が
長
び
く
と
、
他
の
被
保
険
者

と
の
公
平
を
欠
い
た
り
、
国
保
の

運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

保
険
税
は
、
必
ず
納
期
ま
で
に
納

め

ま

し

ょ
ヽ
つ
。

医療費 の状況

〔３月診療分〕

‐「
愛

の

血

液
助

け
合

い

運
動

」

月

間
Ｌ

あ
な
た
の
血
液
が
多
く
の
人
の
命
を
救
い
ま
ず

皿

准
は

、
わ
た
し
た

ち
の
体
重
の

七
～
Λ

パ
ー
セ
ル
ト
を

占
め
て

い
ま

す
。
血
液

匚
は
さ
ま
ざ

ま
な
成
分

が

含
ま
れ
、
体

言

蔀

に
酸
素
を
運

ん

だ
り
、
出

立
を
止
め
た

り
、
体
内

に

侵
入
し
た
病

原
体
と
闘

っ
た
り
と
、

生
命
を
維

持
し
て

い
く
た
め
に
欠

か

廿
な

い
働

き
を
し
て

い
ま
す
。
も
し

、

病
号

や
け

が
で

血
液
成

分
が
不
足
し

た
壙
合

に
は
輸
血

が
必

要
で

す
。

七

四
輸
血

に
役

立
て
ら

れ
る
心

が
、

わ

た
し
た
ち

の
献
血
な
の
で

す
。

平
成
五

年
の
献
血
者

は
、
全
国
で

七
百
二
十
万

人
。
健
康

な
わ
た
し
た

ち
の
特

准
が
、
医
療

に
生
か
さ
れ
、

輸
血
を
必
要

と
す
る

多
く
四
人
た
ち

の
命
を
救
っ
て

い
ま

す
。

成
分

輸
血
で

副
作

用

を
減

ら
ず

献
血

さ
れ
た

血
液

は
、
全
血
製
剤

四
ほ
か

、
血
液
成
分

製
剤
（
赤
血

球

製
剤
、

血
小

板
製
剤

、
血
漿
製
剤
）

と
し
て
医

療
機
関

に
供
給
さ

れ
て

い

ま
す
。

現
在
の
輸

血
方

法
は
、
治
療

目
的
匚

応
じ
て

、
患

者
さ
ん

が
必
要

と
す
る

成
分
だ
け

を
輸
血
す
る
方
法

崕

分
輸

血
）

が
主

流
に
な
っ
て

い

ま
す
。
二

の
方
法

に
よ
っ
て
、

輻
血

に
よ
る
副

作
用
を
大

き
く
減

ら
し
、

献

血
者

の
こ

液

を
有

効
に
活
用

で
き

る
よ

う
に
な
り
ま
し

た
。

い
ま

、
日
本
で
は

、
国
内
で

必
要

な
輸

血
用
特

准
は
献

血
に
よ

っ
て

賄

わ

れ
て

い
ま
す
。
し

か
し
、

立
漿
か

ら
つ

く
ら
れ
る
免
疫

ブ

旦
プ
リ

ン
製

剤
や
ア
ル

ブ
ミ
ン
製

剤
な
ど
の

血
漿

分
画
製
剤

に
っ

い
て

は
、
近
年
需

要

も
増
え
て

お
り
、
献

立
で
は
賄

え
ま

せ
ん
。

そ
の
多

く
は

、
海
外

に
依
存

し
て

い
る
の

が
現
状
で

す
。

七
月
は
、「
一変
の

血
液
助
け
合

い
運

動
」

月
間
で
す
。
夏

は
献
血
量

の
少

な

く
な
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す

。
皆

さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま

す
。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

フ 月１日現 在

交通事故死ゼロ

３，９０１日

子

ど

も

の

飛

び

出

し

を

防

止

し

よ

う

＝
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
設
置
作
業
始
ま
る
＝

初
夏

を
迎
え

て
、
今
年
も
ス

ト
ッ
プ
マ
ー
ク
設
置
作
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
は
、
子

ど
も
の
飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
を

防
ぐ
こ
と
を
願
い
に
始
ま
り
ま
し

た
。今

回
、
こ
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク

は
母
の
会
会
員
が
忙
し
い
合
間
を

ぬ
っ
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
こ
こ

佐
井
村
も
観
光
客
が
増
え
、
交
通

量
が
多
く
な
り
、
大
型
バ
ス
の
通

る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
黄
色
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を

見
た
ら
、
必
ず
そ
こ
で
立
ち
止
ま

り
、
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て
か

ら
道
路
を
横
断
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
四
。
０
０
０

囗
を
目
指
し
て
、
み
ん
な
で
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

～
事
故
は
瞬
間

ベ
ル
ト
は
習
慣
～

▲ 忙しい中、 ストップマ ークを設置するみなさん

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況 仟成６年）尚尚 逮市尚会

（ ）内は前年。累計は１月から。速報値のため後 日変更することがあり ます。

夏の交通安全運動

平成６年ワ月２旧 ～ワ月３０日

運動の重点

１ 飲食・無謀運転の追放

２ シートベルトの着用の徹底

３ 子どもと高齢者の交通事故防止

毎月１日は交通安全家庭の日１〔〕日、２０日 、３０日は交通事故だ口の日

シートベルト しめる心が 身を守る



教

育

だ

よ

り

第１４回

函
館
・
下
北
婦
人
交
流
会

去
る
六
月
一
日
、二
日
の
両
日
、

函
館
、
恵
山
な
ど
函
館
地
方
五
市

町
村
と
下
北
地
方
三
町
村
（
佐
井

村
・
大
間
町
・
風
間
浦
村
）
に
よ

る
婦
人
交
流
会
が
、
こ
の
ほ
ど
恵

山
町
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ

れ
、
女
性
の
立
場
か
ら
青
函
住
民

の
き
ず
な
を
強
く

す
る
こ
と
な
ど
を

誓

い
合

い
ま
し

た
。参

加
者
は
函
館

地
方
か
ら
六
〇

名
、
下
北
地
方
か

ら
四
〇
名
の
計
百

名
で
、
恵
山
町
の

山
田
忠
昭
教
育
長

が
、
圜
町
の
歴
史

を

た
ど
り
な

が

ら
、
「
人
づ
く
り

を
目
的
に
生
涯
教

育
の
充
実

が
大

切
」
と
題
し
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

次
回
は
佐
井
村

が
開
催
地
に
な
る
こ
と
を
確
認

し
、
盛
大
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し

た
。

第３３回 佐 井 村民 体 育 大 会

○日 時 平成６年７月３日

午前８時３０分～

○場 所 佐井中学校グランド

ア メ フ リ イ乍言司 二｜匕諤ぞ白 不火
作 曲 中 山 濳晋平・

雨
－

。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

季
節
や
時
、
場
所
、
そ
心
降
り

方
な
ど
に
よ
っ
て
多
彩
な
印
象

を
人
マ
に
与
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
を
吽
び
起
こ
う
廿
る
も
心

も
な
い
で
し

宍
っ
。
だ
か
ら
こ

そ
雨
は
⊇

茫

ら
多
く
四
詩
歌

に
七
チ
ー
フ

ビ
し
マ
取
つ
上
げ

ら
れ
て
き
た
心
マ
あ
り
、
童
謡

に
お
い
て
も
雨
に
ま
っ
わ
る
名

作
を
生
ふ
出
し
た
心
マ
す
。

北
原
白
秋
に
、
雨
を
題
材
に

こ
っ
の
童
謡
を
つ
く
っ
マ
い
ま

す
。
一
つ
は

鬲

」
。「
雨
が
ふ

り
ま
す

雨
万

言

…
…
」
マ

始
ま
そ

あ

童
謡
に
、
弘
田
龍

太
郎

心
感
傷
的

な
旋

律
に

心
っ
て
、
｛

マ

遊

び
に
出
か
け

ら
こ

ご
心
マ

き
な

い
子
ど

も

倪

満
た

さ
れ
な

い
思

い
を
つ

づ
っ
て

ぃ

ま
す
。

こ
れ

ご
対
煦
的

な

昌

、
も

う

Ｉ
こ

童
謡
、
「
ア

タ
フ
リ

」

了
す
。
｛

心
日
に

迎

え
に
き
マ

く
れ
た

お
貫

え

三

一
緒
に
帰

る
子

ど
も

ら
喜

び
を

う
た
っ
た

も
の
で

す
。

ご
も
す

れ
Ｊ

憂

う
っ
に

な
り

が
ち
な
雨

を
、
子

ビ
も
の

麌

匹

ら

素
直

に

ご
ら

え
た
ｙ
」
こ
ろ
に
、

白
ぺ

心
子
ど

も
に

向
け
恋

ぷ

い
ま

な

ざ
し

を
感
じ

ま
す
。

「

ピ
マ
チ

ピ

ヴ
チ

チ

ャ
ッ

プ
チ

ャ

ヴ
プ
」

ご
い

う
リ

不

こ

カ
ル
々

擬
音

や
効
果

的
に
堺
っ

こ

ご
几

雨
こ

Ｉ
ね

る
音
は
も

ら

ら
ん
、
子

ビ
も

心
售

い
突

弾

ふ
を
鮮
や

ふ
に
表
現
し

た
白

ぺ

心
詩
は
、

語
感
を

生
ふ
す
音

楽

づ
く
り

に
抜
群
の

さ
え
を
ふ

廿

る
晋
平

に

ご
っ
こ

も
、

創
作

竟

欲
を
大

い
に
心
き

立
マ

る
も

心
だ
っ
た
に
違

い
あ
り
ま
廿
ん
。

デ

ノ
マ
リ
」
は

大
ｍ

十

四
年

二

九

二
五
年
）
、
フ

ド

七
ノ

ク
ニ
』
士

月
号

に
心一
表

さ
れ

ま
し
た

ダ

歌
詞

の
表
記

が
す

べ
て
カ

タ
カ
ナ

ご
い
う
、

当
時

ご
し
マ

は
斬
新
な
も
心
了
し
た
。

－

佐
野

靖

－

（
東

京
芸
術
大

学
助
教

授
）



保 健 婦 だ よ り

ーいつまでも

健康でいようー

～保健協力員

食生活推進員を

紹介します～

自
分
の
健
康
は
自
分
の
手
で

皿

は

じ

め

に

わ
が
国
は
今
、
本
格
的
な
高
齢

化
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
佐
井
村
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
平
成
六
年
五
月
三
十
一
日
現

在
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
七

八
六
人
で
、
全
人
口
の
二
二
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
超
高
齢
化

社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
「
人
生

八
〇
年
時
代
」
と
い
う
言
葉
が
現

実
の
も
の
と
な
っ
た
の
は
喜
ば
し

い
限
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
も
満
喫
で
き

る
よ
う
、
自
分
で
健
康
管
理
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

圓
健
康
増
進
の
担
い
手

～

保
健
協
力
員
～

自
分
の
健
康
を
つ
く
り
、
守
る

た
め
日
頃
か
ら
積
極
的
な
姿
勢
で

取
り
組
ん
で
い
る
方
も

い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
行
政
で
も
、
皆
さ
ん
の

健
康
を
願
い
な
が
ら
、
保
健
衛
生

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
身
近
に
い
る
保
健
協
力
員

の
方
々
に
も
保
健
衛
生
の
向
上
に

一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
。保
健
協
力

会
は
、
み
ん
な
で
健
康
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
目
的
で
、
村
長

が
委
嘱
し
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
と
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
病
気
の
予
防
、
母
子
保
健
等

の
保
健
衛
生
事
業
に
は
欠
か
せ
な

い
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。五

月
に
基
本
健
康
診
査
・
が
ん

検
診
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
検
診

の
必
要
性
等
を
話
し
な
が
ら
一
軒

一
軒
お
知
ら
せ
を
配
付
し
て
く
れ

た
の
が
保
健
協
力
員
の
皆
さ
ん
で

す
。

既
に
、
顔
馴
染
み
の
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
今
年
は
改
選
の

年
で
新
し
く
な
っ
た
方
も
い
ま
す

の
で
紹
介
し
ま
す
。

保

健

協

力

員

平
成
六
年
四
月
一
日

～
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日

地
区
名

氏

名

中
道

犬

沼

ひ
と
み

黒
岩

鈴

木

恵

子

谷
地
町

中

村

和

子

浜
町

竹

内

玲

子

大
町

工

藤

せ
つ
子

新
町

佐

賀

恭

子

緑
町

蒔

田

日
出
美

萬

谷

亶
］紀
子

大
瀬
戸
川
原
町

金

澤

弘

子

工
場
町
浄
土
寺

紀

伊

愛

子

仲
町

松

谷

三

枝

浜
町

島

野

桂

子

新
町

藤

田

い
し
子

新
町

奥

本

陽

子

浦
町

聿

田

幸

子

川
向

島

野

房

子

台
場

田
名
部

愛

子

糠
森

東

出

優

子

原
田

佐

藤

の
り
子

原
田

加

藤

秀

子

原
田

萬

谷

良

子

原
田

宮

田

美
枝
子

川
目

加

藤

睇

千

川
目

工

藤

昌

千

矢
越

田

中

光

子

矢
越

内

田

は
ま
子

矢
越

福

田

百
合
江

磯
谷

横

浜

志
保
子

磯
谷

田

中

さ

き

長
後

滝

本

貞

長
後

大

石

桂

子

福
浦

山

本

よ

し

福
浦

田

中

栄

子

牛
滝

竹

内

祥

子

牛
滝

大

畑

聖

千

保
健
協
力
会
は
、
昭
和
四
十
八

年
に
発
足
以
来
、
無
医
地
区
を
抱

え
る
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
条
件
下

で
、
地
域
住
民
の
母
子
保
健
、
疾

病
予
防
、
健
康
増
進
、
環
境
改
善

等
を
行
い
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら

は
「
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
積
極
的
に
参
加
し
、
健
康

劇
を
上
演
す
る
な
ど
、
住
民
の
健

康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
定
着

を
図
る
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
昨
年
９
月
青
森
県
生
き
生
き

健
康
県
民
大
会
に
お
い
て
「
健
康

づ
く
り
事
業
功
労
団
体
知
事
表

彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

７月 の保健事業
８日陰）

１４日沐） 健康相談日

２２日座

］

午前 ９時～１２時

２８日（木）

場所 役場健康相談室

電話でのご相談 も受付けし ますの

で、お気軽 にご利用ください。

基本健康診査の結果報告及び事後

指導

１１日（月） 福浦地区生活改 善センター

１２日㈹ 長後地区生活改 善センター

１３日（水） 牛滝集会所

時間は、後日連絡します。

２０日（水） 川目地区看護教 室及び食生

活講習会

時間 午前１０時 ～午後 ３時

場所 川目地区生 活改 善センター

２１日沐） 母親教室

時間 午前１０時 ～午後 ３時

場所 振 興センター 和室

２６日（火 老 人健康教室

時間 午 前１０時 ～午後 ２時

場 所 願掛

雨天の場 合

時 間 午前１０時～１２時

場所 高齢者生活福祉セ ンタ ー

２７日（水） リ ハビリ教室

時 間 午後 １時～ ３時３０分

場所 高齢者生活福祉センタ ー

２９日陰） 乳児相談・離乳食実習

時 間 午前１０時～１２時

場所 振興センタ ー 和室

対象 平成 ５年１１月～１２月生

平成 ６年１月～ ３月生

保
健
協
力
員
の
主
な
仕
事

１

。
保

健
指
導

を
必

要
と

す

る
者

の
把
握

と
保

健
婦

へ
の
連

絡

健
康

を
守

る
た

め
に

保
健
婦

の
指
導

や
相
談

が
必
要

と
思

わ

れ

る
人

が
地
区

に

い
る
と
き

は

、
保

健
婦

の
巡

回

の
時

、
ま

た
は

電
話

、
書
類



～
食
生
活
改
善
推
進
員
～

健
康
へ
の
ス
テ
ッ
プ
は
食
生
活

の
改
善
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

食
生
活
改
善
の
効
果
を
発
揮
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
健

康
増
進
・
体
力
増
強
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
食
生
活
改
善
推

進
員
の
方
々
は
活
動
し
て
い
ま

す
。平

成
五
年
度
の
各
地
区
で
の
活

動
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①

食

生

活

講

習

会

一
般
婦
人
を
対
象
に
五
月
か
ら

二
月
に
か
け
て
名
地
区
で
一
回
ず

つ
実
施
。

②

ふ

れ

あ

い
講

習

会

六
十
五
歳
以
上
の
老
人
を
対
象

に
九
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
各
地

区
で
一
回
ず
つ
実
施
。

③

母
と
子
の
楽
し
い
料
理
教
室

母
と
子
加
調
理
実
習
を
楽
し
み

な
が
ら
体
験
し
、
併
せ
て
地
域
に

よ
り
よ
い
食
習
慣
を
育
て
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
七
月
か
ら
十
二

月
に
か
け
て
各
小
学
校
で
実
施
。

④

給

食

サ

ー

ビ

ス

事

業

六
月
・
三
月
の
二
回
、
一
人
暮

ら
し
老
人
に
給
食
弁
当
を
配
付
。

⑤

健
康
食

普

及

指
導

事
業

健
康
食
の
普
及
の
た
め
、
胃
が

ん
検
診
者
に
対
し
朝
食
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
。

薄
味
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健

康
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
調
理
し
、
受

診
者
に
試
食
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
皆
さ
ん
の
食
生
活
改
善
意

識
を
啓
発
し
ま
し
た
。

昨
年
は
八
月
十
九
日
に
ア
ル
ザ

ス
で
、
今
年
は
五
月
十
二
日
に
古

佐
井
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
し
た
。

⑥

保
健
衛
生
事
業
へ
の
協
力

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
毎
年
参
加
し
、
食
生
活
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

平
成
四
年
度
は
、
「
緑
の
野
菜

を
た
く
さ
ん
摂
ろ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
一
囗
に
と
り
た
い
野
菜
の
量

を
展
示
し
、
緑
黄
色
野
菜
を
使
っ

た
料
理
を
試
食
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。五

年
度
は
、
「
高
脂
血
症
を
予

防
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
高
脂
血

症
に
な
り
や
す
い
献
立
を
紹
介

し
、
ま
た
、
高
脂
血
症
予
防
の
た

め
の
料
理
を
作
り
試
食
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

▲保健協力員 健康づくりフェスティバル

▲食生活改善推進員 健康づくりフェスティバル

で
連
絡

す

る
。

２

。
健
康
相

談
実

施
時

の
協
力

各
地
区

で
健
康
相

談

を
す

る
と
き

は

、
１
人

で
も

多
く

相
談
を

受
け

る
よ
う

地
区

の
人

達
に
す

す

め
る

。

ま

た
、
当

日
は

保

健
協

力

員
も

健
康
相

談

の
場
所

に
出

席
し

、
協
力

す

る
。

３

。
集

団
教

育
時

の
啓

蒙

地
区

住
民

に
対

し

て
病
気

の
予

防

や
健
康
増

進
、

病
人

の
看
護

等

、

保
健
衛

生
知

識
を

普
及

す

る
た
め

集
会

を
開
く

と
き

に
は

、
集
会

の
目

的

、
参

加

の
有
益

性
を

話
し

、
多

く
の
人

達

が
参
加

す

る
よ
う

に
す
す

め

る
。

４
．
各

種
集

団
検

診

の
啓
蒙

自
信

の

あ
る
人

で

も
、
病

気
に

よ

っ
て
は
自

覚
し

な

い
う
ち

に
す
す

ん
で

い

る
こ

と

が
多

い
。
事
業

の
目
的

、
対

象
、
方

法
等

を
周
知

す

る

と
と

も
に

、
検
診

の
必

要
性

を
話

し
、

積
極
的

に
受

け

る
よ
う

に
対

象

者
に
す

す

め
る

。

佐
井
村
食
生
活
推
進
員

地
区
名

氏

名

古
佐
井

鈴

木

恵

子

ク

山

本

静

江

ク

若

山

わ
か
子

ク

中

村

和

子

ク

石

戸

敏

子

ク

木

下

聖

子

々

荒

川

幸

子

ク

竹

本

栄

子

々

紀

伊

愛

子

ク

金

澤

弘

子

ク

内

田

敏

子

ク

太

田

祥

子

ク

太

田

ぬ

い

ク

佐
々
木

ヒ

サ

ク

渋

田

祐

子

ク

若

山

き

ゑ

ク

紀

伊

哲

子

ク

船

越

幸

子

大
佐
井

川

岸

キ
ョ
子

ク

横

浜

芳

江

ク

島

野

房

子

ク

船

越

か
ず
え

ク

田
名
部

愛

子

ク

宮

川

清

子

÷

宮

川

じ
ゅ
ん

ク

小

国

英

子

ク

東

出

こヘ

ヤ

犬
佐
井

島

野

桂

子

ク

松

谷

三

枝

ク

奥

本

和

子

ク

奥

本

愛

ク

藤

田

い
し
子

ク

坪

谷

和

子

÷

津

田

幸

子

÷

坂

井

キ

ワ

原

田

宮

田

良

子

ク

松

村

ぬ

ゑ

川

目

工

藤

ア

サ

ク

荒

川

貞

子

矢

越

川

村

信

子

々

舘

脇

昌

子

々

福

田

浅

子

磯

谷

田

中

さ

き

ク

横

浜

志
保
子

長

後

滝

本

貞

ク

大

石

桂

子

ク

犬

石

さ
だ
子

福

浦

田

中

栄

子

ク

山

本

よ

し

ク

田

中

信

子

ク

竹

本

な

る

牛

滝

坂

井

た

よ

々

竹

内

祥

子

ク

竹

内

玲

子



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

所

得

税

の

予

定

納

税

（

第

一

期

分

）

所
得
税
の
予
定
納
税
第
一
期
分

の
納
税
を
お
忘
れ
な
く
。

納
税
の
期
間
は
七
月
一
日
か
ら

八
月
一
日
ま
で
で
す
。

税
務
署
か
ら
「
予
定
納
税
額
の

通
知
書
」
（
特
別
減
税
に
相
当
す

る
金
額
を
織
り
込
ん
で
計
算
済
）

が
送
付
さ
れ
た
方
は
、
こ
れ
に
記

載
さ
れ
た
第
一
期
分
の
金
額
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

社

会

に

生

き

る

税

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や

道
路
の
整
備
、
教
育
や
科
学
の
振

興
な
ど
、
そ
の
活
動
は
幅
広
い
分

野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
こ
の
よ
う
に
国
々
地

方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の

大
切
な
財
源
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
共
同
社

会
を
維
持
す
る
た
め
の
い
わ
ば
会

費
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
税
金
の

役
割
を
十
分
に
理
解
し
、
正
し
い

申
告
と
納
税
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

退

職

金

や

年

金

と

税

退
職
金
に
は
所
得
税
と
住
民
税

が
か
か
り
、
通
常
、
退
職
金
の
支

払
を
受
け
る
と
き
に
源
泉
徴
収
さ

れ
ま
す
。
こ
の
退
職
金
は
、
長
年

の
勤
労
の
対
価
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
他
の
所
得
と
分
離
し
て
課

税
さ
れ
る
な
ど
、
軽
い
負
担
で
済

む
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
定
金
額
を
超
え
る
国

民
年
金
や
恩
給
な
ど
の
年
金
等
に

つ
い
て
も
、
そ
の
支
払
い
の
際
に
、

年
金
等
の
種
類
や
受
給
者
の
年
齢

な
ど
に
応
じ
て
一
定
金
額
を
控
除

し
た
残
額
に
対
し
、
所
得
税
の
源

泉
徴
収
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

国

民

年

金

に

任

意

加

入

で

き

ま

す

国
民
年
金
に
は
、
日
本
国
内
に

住
ん
で
い
る
二
〇
歳
以
上
六
〇
歳

未
満
の
人
は
必
ず
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
「
強
制
加
入
」

者
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
人
で
も
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
「
任
意
」
で

加
入
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
資
格
期
間
か
二
十

五
年
以
上
あ
れ
ば
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
四
十
年
の
納
付
で
満
額
と

な
り
ま
す
。

し
か
し
、
加
入
手
続
き
が
遅
れ

て
、
六
〇
歳
に
な
る
時
点
で
資
格

期
間
が
二
十
五
年
に
（
あ
と
五
年

以
内
で
）
不
足
し
て
い
た
り
、
資

格
は
満
た
し
て
い
て
も
、
保
険
料

の
未
納
や
、
納
付
の
免
除
を
受
け

た
期
間
が
あ
る
た
め
に
、
年
金
が

減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
六
〇
歳
か

ら
六
五
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
る
の
で

す
。こ

れ
に
よ
っ
て
、
年
金
を
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ま
た
、

よ
り
金
額
を
高
く
す
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
す
。



六
月
支
払
分
か
ら
支
給
額
が

増
え
て
い
ま
す

国
民
年
金
の
支
給
額
が
四
月
分

か
ら
、
平
成
五
年
の
全
国
消
費
者

物
価
指
数
に
合
せ
、
一
ニ
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
定
に
よ
り
六
月
支
給
分

か
ら
、
増
額
さ
れ
た
年
金
額
を
受

け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
国
民
年
金
は
、
五
年
に
Ｉ

度
生
活
水
準
等
の
向
上
に
見
合
っ

た
引
き
上
げ
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
が
そ
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
十
月
に
も
年
金
額
が

改
定
と
な
る
予
定
で
す
。

各
種
年
金
の
具
体
的
な
年
金
額

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

誕

告

に

Ｉ－

つ

包

狠

騾

亟

娶

に

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の

年
金
を
引
き
続
い
て
一
年
以
上
受

給
し
て
い
る
方
は
、
現
況
届
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
引
き
続
い
て

年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
、

確
認
す
る
た
め
に
届
け
出
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
か
ら
、
届
け
出
が

さ
れ
な
い
と
き
は
年
金
の
支
払
い

が
止
め
ら
れ
ま
す
。
現
況
届
の
（

ガ
キ
が
毎
年
一
回
誕
生
月
の
は
じ

め
ご
ろ
に
送
付
さ
れ
る
の
で
村
長

の
証
明
を
受
け
て
、
誕
生
月
の
末

日
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（

ガ
キ
が
届
か
な
い
と
か
、
提

出
を
忘
れ
た
方
は
、
役
場
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

＜受給できる年金額＞

雲
海
は
、
夏
に
限
ら
な

い
自
然

現

象
で
す
が
、
夏
の
季
語
で
す
。

夏

は
登
山
を
す

る
人
が
増
え
、

雲

海
を
見
る
機
会
が
多
い
か

ら
だ

と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。
苦
労
し
て
山
に

登
り
そ
こ

か
ら
見

る
雲
海

は
、

登

っ
た
人
だ
け
が
味
わ
え

る

ノ
ご
ち

そ
う
″
と

い
え
ま
す
。

若
い
人
た

ち
に
、

雲
海

を

見
た
こ
と
が

あ
り
ま

す
か
と

聞
い
て
み
ま
し

た
。

「
飛
行
機
の
中

か
ら
見

ま
し

た
」

「
（

ワ
イ

に
行

く
機
中
で

ひ

と
眠
り
し
て
目

が
覚

め
た
ら
、

雲
海
が
朝
日
に
染
ま
っ
て
…
…
」

近
ご
ろ
の
若
い
人
た
ち
は
、
登

山
よ
り
も
移
動
中
の
飛
行
機
の
窓

か
ら
雲
海
を
見
る
二
と
が
多
い
の

で
し
ょ
う
か
。

雲
海
と
は
、
高
い
山
の
上
な
ど

か
ら
眼
下
に
あ
る
雲
が
、
ま
る
で

大
海
原
の
よ
う
に
見
え
る
現
象
で

す
。
層
積
雲
や
層
雲
を
斜
め
に
見

下
ろ
す
の
で
、
雲
の
頂
が
重
な
り

合
い
、
雲
で
覆
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。

と
こ

ろ
で

、
日
本
で

遥

海

の

名
所
”

と
い
わ
れ
る
山
が
あ
る
か
、

登
山

の
愛

好
家
や
グ
ル

ー
プ

に
聞

い
て

み
ま
し
た
。
す

る
と
、

富
士

山

や
北
穂
高
岳
、
立
山

な
ど
、

多

く

の
山
の
名
前
が
挙
が
り
ま
し
た
。

全
国

各
地
に
、
た
く

さ
ん
あ
る
よ

う
で

す
。
し
か
し
、
こ

の
ほ
か
に

も
大
事
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ

れ
は
天
候
と
タ
イ
ミ

ン
グ
、
そ
れ

に
そ
の
と
き
の
雰
囲

気
だ
そ
う
で

す

。

こ

う

し

た

要

素

が

、

雲

海

を

見

て

い

る

人

の

感

情

と

絡

み

合

い
、

感

激

の

度

合

い

が

増

す

の

で

す
。

さ

あ

、

あ

な

た

も

雲

海

を

見

に

山

に
行

き

ま
せ

ん

か

。

七

月

二

十

一
日

～

九

月

二

十

日

は
、「
自

然

に
親

し

む

運
動

」

で
す
。
国
立
公
園
や
国
定
公
園
な

ど
を
訪
れ
、
家
族
や
友
人
だ
ち
と

楽
し
み
な
が
ら
、
自
然
を
満
喫
し



柱 の 穴 や 壁 穴 の

リ フ ォ ー ム

＝ツマヨウジや割りばしが一番＝

柱

や

な

げ

し

に

残

っ

た

ク

ギ
穴

は

、

気

に

な

る

も

の

で

す

。

小

さ

な

ク

ギ
穴

や

傷

あ

と

な

ら

、

ツ

マ

ヨ

ウ
ジ

と
木

工

用

接

着

剤

で

簡
単

に

ふ

さ

ぐ

こ

と

が

で

き

ま

す

。

ツ

マ

ヨ

ウ

ジ

の
先

に
接

着

剤

を

つ

け

、
ク

ギ
穴

に

埋

め

込

み

ま

す

。

カ

ッ

タ

ー

で

ツ

マ

ヨ

ウ

ジ

の

余

分

な

部

分

を

、

柱

を

傷

つ

け

な

い

よ

う

に

注

意

し

な

が

ら

そ

ぎ
落

と
し

ま

す

。

ク

ギ

穴

が
大

き

い
場

合

は

割
り

ば

し

を
削

り

、
同

じ
要

領

で

穴

を

埋

め

ま

す

。

柱

の
穴

が
大

き

い

と
き

は

、
市

販

の

パ

テ

（
充

て

ん

剤

の

一
種

）

を
使

っ

て
補

修

し

ま

す

。
小

さ
な

竹

べ

ら

か
本

べ

ら

に

パ

テ
を

適

量

（
少

な

め

に
）

つ
け

、

手

早

く

穴

を

埋

め
ま

す

。

パ
テ

は

白

色

か

グ

レ

ー

な

ど

数

種

類

し

か

な

い

の

で

、

使

う

前

に
木

の
色

に

合

わ

せ

て
選

ん
で

お

き

ま

し

ょ
う

。

埋

め
た

後

は

、

柱

の
表
面

に

つ

い
た

パ
テ

を

、

目

の

細

か

い
サ

ン

ド
・
ペ
ー
パ
ー
で
軽
く
磨
い
て
取

り
除
き
ま
す
。
ニ
ス
が
塗
っ
て
あ

る
桂
は
、
補
修
を
し
た
部
分
に
つ

や
が
な
く
な
り
ま
す
。
必
ず
そ
の

部
分
に
つ
や
が
な
く
な
り
ま
す
。

必
ず
そ
の
部
分
に
、
ニ
ス
を
塗
り

直
し
て
く
だ
さ
い
。

柱
の
穴
と
同
様
に
気
に
な
る
の
が

部
屋
の
壁
の
ひ
び
や
穴
で
す
。
補

修
部
分
に
霧
吹
き
を
し
て
湿
ら

せ
、
竹
べ
ら
か
木
べ
ら
の
先
に
パ

テ
を
適
量
つ
け
て
、
ひ
び
や
穴
に

詰
め
ま
す
。
コ
ツ
は
、
薄
く
む
ら

な
く
詰
め
る
こ
と
で
す
。
大
き
く

深
い
穴
は
、
何
回
も
分
け
て
詰
め

ま
す
。
た
だ
し
、
先
に
詰
め
た
パ

テ
が
乾
い
て
か
ら
詰
め
な
い
と
、

上
手
に
詰
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
パ
テ

が
乾
い
た
ら
、
目
の
細
か
い
サ
ン

ド
・
ペ
ー
パ
ー
で
表
面
を
平
ら
に

す
れ
ば
、
補
修
は
完
了
で
す
。

繊
維
質
の
壁
は
、
部
分
補
修
を

す
る
と
新
旧
が
目
立
っ
て
見
苦
し

く
な
り
ま
す
。
全
体
を
塗
り
変
え

て
、
部
屋
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し

た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。
繊
維

質
の
壁
の
材
料
は
、
工
務
店
や
日

曜
大
工
用
具
を
販
売
し
て
い
る
店

な
ど
で
売
っ
て
い
ま
す
。

※
な
げ
し

日
本
建
築
で
、
柱
か
ら
柱
へ
渡
し

て
壁
に
取
り
つ
け
る
横
木
。

海
に
ひ
５
こ
う

わ
れ
５
の
未
来
／

満１鑞になります

畠 中 一 磨ちゃＡｊ
（清孝・紳子）

大 佐井

戸籍の窓口

６月１４日現在

Ｏお誕生おめでとう

中村 凌 （努） 矢 越

坂本 晴菜（利彦） 古佐井

田中真梨子 （貢） 磯 谷

竹内 栞 （大規） 古佐井

○ご結婚おめでとう

（ 舘脇 勝義 矢 越

田中 文江 福 浦

（ 松崎 亘 千葉県

東出 利香 磯 谷

（ 松谷 尽 大佐井

江口 純 神奈川県

○おくやみ申し上げます

田中 みや（武雄）磯 谷

東出 牛ノ（慶吉）犬佐井

岡安三男志（みな）原 田

５月３旧 現在人口（前月比）

男 １，ワ４６ 仟 １）

女 １，７６５（－３）

計 ３，５０４（－

世帯数 凵 ０８（＋２）
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